
IDの秘密 佐藤一郎 

 

郵便には 7桁の郵便番号ガ割り当てられています。郵便番号は集配郵便局の IDで 

す。この郵便番号に従って、郵便は仕分け・配送されます。さて郵便番号は自動読み取 

り区分機とよばれる機械で、郵便物に印字や手書きされた郵便番号を高速に読み取れま 

すガ（1時間に 3万通以上）、印字または手書きの文字の読み取りは一回だけで、配送 

途中では読み取りません。その代わり最初に区分機でハガキや封書などの郵便物を読み 

取る際に、その郵便物に透明または極淡い色の特殊インクで、郵便番号を含む配送情報 

を表すバーコードを宛先面に印刷して、配送途中ではそのバーコードを読み取って仕分 

けをしています。バーコードによる郵便番号は自動読み取り区分機により、1時間に 4 

万通以上読み取れ、さらに読み間違いが少ないといわれます。 

 さて、この特殊インクですガ、通常は肉眼では見えません。このため気ブいていない 

方ガほとんどでしょう。ただ、ブラックライトと呼ばれる近紫外線光を照射すると見え 

てくるはずです。 

 

 

郵便物が多い企業や役所に割り当てられる大口事業所個別番号（ⅩⅩⅩ-85ⅩⅩで表記） 

 

 

スーパーマーケットで買い物をすると、レジでは担当者が商品の値段を入力する代わ 

りに、商品に貼られたバーコードをレジスターにかざしているのは日常の風景となりま 

した。このバーコードが表しているのは、JAN（Japan Article Number）コードと 

よばれ、商品を表す IDの 1つです。JANコードは 13桁の数字列からなります。 

 

 

最初の 2桁は国コードと呼ばれ、日本の国コードは 45と 

49です。ちなみにアメリカおよびカナダの国コードは 0～9、フ 

ランスは 30～37、イギリスは 50、韓国は 880です。 

 

 

 

 

 



2つのバーコードは日本図書コードとよばれる番号を表し 

ており、上にあるバーコード （978462105380 

5）が通称、ISBNとよばれる国際標準図書コードであ 

り、その下にあるバーコード （192025500760 

1） が販売情報を表しています。 

 さて ISBNは書籍ごとに割り当てられた書籍の IDで 

す。図書館などで本を検索するときに使った方も多いでしょ 

う。ISBNの最初の数字 978は書籍を表す番号です。な 

お 979が使われることもあります。それに続く 4はグルー 

プコードとよばれる 1桁または 2桁の番号です。4は日本 

（語）を表します。 

・・・ 

その後に続く 00760 

ですが、書籍の本体価格を表します。この場合は 760円となります。価格は 5桁の番号で 

表します。なお、5桁ということは 10万円以上は表せませんが、10万円以上の書籍の場 

合、00000を入れるという決まりになっています。これは書籍で 10万円を超すもの 

は少ないので、手入力を想定しています。 

 

 

 

クレジットカードにはカード番号がついています。この番号はクレジットカード契約 

の利用者番号ではありません。磁気カードそのものにつけられた IDです。クレジット 

カードの裏面には磁気ストライプ（カード裏の黒または濃い茶色帯）がついています 

が、こうしたカードのことを磁気カードとよびます。磁気によりそのカードの IDが書 

き込まれています。この IDのつけ方は国際規格（ISO/IEC 7812,「Identification 

cards －Identification of issuers」、1989年制定）によって決められています。 

 

 

 

各自動車検査登録事務所ともに、下 2桁ガ「42」は「死に」を、「49」は「死苦」を 

連想するので基本的に発行しません。また、自動車の用途を示す平仮名も「し」は死 

を、「へ」は屁を連想させるために欠番扱いとなっています。古来からの言霊的な発想 

ガ、現代の IDにも少なからず影響している例と言えるでしょう。 

 

 

チェックデジット モジュラス 10という方式 



 

 

電波鍵 イモビライザー 

 

 

 

ICタブは電波を使ってリーダー（リーダー・ライター）と通信しますが、ICタグ 

には電池ガ入っていません（図 4・4）。その代わりリーダーから送られてくる電波を電 

力に変えて、ICチップを動かしています。 

 

 

 

 

ICタグに限らず、無線用のアンテナの大きさや形状は通信に利用する周波数に依存 

します。 

 

 

 

 商店などで見かける万引き防止用タグにも電波を使っているものガあります。こうし 

た万引き防止用タグにはコイルとコンデンサーなどの回路ガ入っており、専用ゲートか 

ら電波の照射を受けると、その回路ガ共振して電波を再反射して、電波に歪みが生じま 

す。この電波の歪みをゲートのアンテナが検知すると警報を鳴らす仕掛けです。タグが 

あるかないかという情報（1ビット）は表していますガ、複数の IDを表すのは難しい 

です。 

 



 

ICタグに限らず、企業は本当にうまくいっている事例は公 

開したがりません。特に ICタグはコスト削減を含む業務改善に利用されます。ICタ 

グで業務改善ガうまくいっているのであれば、わざわざ取材に応じて、その他社に知ら 

れるようなことをするでしょうか。また、役所の補助金を使った実証実験は成果の報告 

が求められることも多いことから、企業は採算性を含めて効果のあることは自分の資金 

で実験し、導入します。その意味では役所の補助金が絡んでいる実証実験はうまくいき 

にくくなります。もちろん 1C タグを使ってうまくいっている事例もあります。ただ、 

そうしたところはメディアの取材はお断りなので、記事になることはほとんどありませ 

ん。 

 

 

 

たくさんの企業が参加して IC タグに関する数多くの実証実験が行われましたが、実 

用化に結びついた実験はほとんどありません。この背景にビジネスモデルの欠如が挙げ 

られます。企業は都合のいいことしか想定しないものです。たとえば ICタグを使った 

商品物流では、卸問屋や店舗側は商品のメーカが ICタグを貼ってくれると考えます。 

しかし、ICタグを使って商品を管理するのは卸問屋や店舗側ですから、メーカは卸問 

屋や店舗側が貼るべきだと考えます。結局、ICタグを誰が買い、誰が貼り、誰が読み 

取るのか、という基本的なことすら利益受益者と費用負担者の関係が整理できていませ 

んでした。また、ICタグを使うには情報システムが必要ですが、誰の情報システムな 

のか、誰が ICタグの情報を入力するのか、誰が使うのかも同床異夢でした。逆に IC 

タグを使ってうまくいっている事例は、1つの会社に閉じている、つまり ICタグによ 

る利益受益者と費用負担者が一致する場合がほとんどです。 

 

 

 

日本はバーコードによる流通管理が普及していますし、現状ではバーコードによる管 

理で不都合が少ないとされます。コストをかけて、バーコードを ICタグにする積極的 

な理由はありません。バーコードの印刷技術で使われる輪転機は最も生産効率が高い機 

械と言われます。その輪転機で印刷されるバーコードの製造コストは非常に安価です。 

一方で ICタグは半導体やアンテナを組み合わせるために製造コストが高くなります。 

シール形式のバーコードの場合は 50銭以下と思われますが、同様にシール形式の ICタ 

グは安いものでも 10円以上はします。このためバーコードで済むのであればバーコード 

を利用した方がいいのです。 

 

 

某有名ホテルや某大手運送会社では、従業員に貸与する制服 

に ICタグを埋め込み、制服の洗濯・クリーニング後に、その 

制服を着ていた従業員に再び渡すとともに、洗濯・クリーニン 

グの回数を数えて、耐用回数を超えた制服の廃棄を行っていま 

す。図 4・9はその流れを図示したものです。 



 ここで重要なのは、制服を洗濯・クリーニングしても、IC 

タグは制服に埋め込まれたままで、ICタグは次の洗濯・クリ 

ーニングの管理に利用されます。つまり ICタグは使い捨てで 

はなく、リユースされるということです。この結果、リユース 

される回数が増えれば、ICタグの単価自体は無視できます。 

ただし、ICタグによる制服管理には資産管理以外の目的も見え隠れします。少なくと 

も従業員による制服の故意の横流しを抑止することで、そうした制服が何らかの犯罪に 

利用されることを防ぐのには役に立つはずです。 

 

 

 

実はその騒動のさな 

か、2002年の暮れに、アメリカの大手アパレル販売会社の幹部をされている方が、 

著者を訪ねてきました。社名や要件は伏せさせていただきますが、ベネトン同等かそれ 

以上の規模の会社です。 

 ICタグの導入を検討されていると話されるとともに裏事情を語ってくれました。そ 

の相談はというのは万引き対策でした。そのアメリカアパレル販売会社では工場や店頭 

において商品がなくなる比率は 30％だそうです。驚かれる読者も多いかと思いますが、 

アメリカのアパレル販売会社では特に多い数字ではないようです。またその会社では 30 

％という紛失率は創業以来大きく変わっていないそうです。 

 ただ近年、万引きした商品を無茶苦茶な洗い方などをして変色・変形させたうえで、 

店頭に持ち込み返金を求められることが多くなり、それが問題なのだそうです。ご存知 

のようにアパレル商品の売値は原価の倍程度ですから、その会社にとつては商品万引き 

による損害（商品原価）に加えて、返金額（商品原価の 2倍）ですから、原価の 3倍の 

損害が発生していることになり、その対策が急務とのことでした。 

 さてその対策ですが従業員による盗難が少なくないといわれることから、日本でも C 

D店などで見かける店出入り口につける万引き防止装置は無力です。そこで商品に IC 

タグを埋め込んで、購入時にレジで ICタグの IDを読み出し、データベースにその I 

Dと販売済みの情報を組にして保存していきます。その結果、商品不備による返金を求 

められても、商品の IDを読み出し、その販売有無を調べれば、販売された商品か、盗 

難にあった商品かがわかるというものです。冒頭のベネトンが ICタグを導入しようと 

した背景は不明ですが、同業者であれば同じ問題を抱えていたと考える方が自然でしょ 

う。想像ですが、プライバシー問題が生じることを承知で ICタグを商品に埋め込まな 

ければならない理由があれば、それを説明すべきだったのでしょうが、従業員による盗 

難が多いとは言いにくかったのかもしれません。 

 

 

 

ICタグの場合、リーダが ICカードに送るコマンドは、IDの読み取りやデータの 

読み書きです（図 5-4）。しかし、非接触 ICカードは用途によっては、その通信は複 

雑になります。たとえば Suicaなどの鉄道用の非接触 ICカードの場合、図 5-5のよ 

うに認証、残額の読み出し（定期券の場合は乗車区間）、 



残高が支払額以上を判定（定期券の場合は乗車区間内を判 

定）、支払額処理や乗車駅の情報（降りる場合は降車情報） 

を書き込む、書き込み確認などをすることになります。こ 

うした一連の通信は 0・2秒以内に終わることを想定して 

います。 

 

 

 

日本の鉄道用自動改札機は開け閉めするゲートがついており、そのゲートが閉まって 

いても力任せで通ろうとすると通れてしまいます。これは火事や地震などが起きたとき 

に、改札機のゲートが閉まった状態で機能しなくなっていても、乗客ガ逃げられるよう 

にするための配慮です。同様に時間制パーキングなどの車止めも、車止めがロック状態 

でも無理をすると自動車が発進できるようになっています。これも緊急時の配慮です。 

さらに JR東日本の自動改札機を数多くつくっているメーカと時間制パーキングの車止 

めの主要メーカは重なっていたりします。なお、時間制パーキングの場合、ロック状態 

の車止めは無理に出ると、車止め自体ガ壊れるようになっており、後日、修理代を請求 

されます。 

 

 

 

 

 

10キロバイト（英数文字で 1万文字分） 

 

 

顔認 

証は周囲の明るさや体調などに認証精度が依存するために、高度なセキュリティが要求 

される個人認証にはあまり利用されません。当たり前ですが、年齢とともに顔は変わ 

り、指紋や静脈認証と違って、恒久的に使える認証技術ではないからです。 

顔認証は防犯システムなどで、カメラに写った人物が誰なのか、という人物特定に利 



用されることが多くなっています。いずれにしても事前に顔情報が登録されていない人 

物の特定はできませんから、防犯システムでも登録された顔のどれに近いか、または登 

録情報から該当した顔が見つからないことを判定することになります。 

 

 

アメリカの社会保障番号(Social Security number : SSN) 

 

 

 

 

 

 

 

また、昨今の行政 IDの民間開放への議論を聞 

いていると、IDの発行や管理は行政に任せる、つまりコスト負担だけを行政に押しつ 

けて、IDだけを使いたいという同床異夢が見え隠れするのも事実です。 

 

 

 

 


